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増澤敏行教授 御略歴・御業績

本財団の活動にもご尽力頂いた増澤敏行教授は，平成17年６月22日逝去されました．享年57歳で

した．ここに謹んでご冥福をお祈り申し上げます．

御 略 歴

昭和22年11月17日生まれ 長野県岡谷

昭和46年３月 京都大学理学部卒業（地球物理学）

昭和49年３月 名古屋大学大学院理学研究科修士課程地球科学専攻修了

昭和49年７月 名古屋大学大学院理学研究科博士課程大気水圏科学専攻中退

昭和49年８月 名古屋大学水圏科学研究所附属微量分析室助手

昭和53年11月 名古屋大学水圏科学研究所助手

昭和59年３月 名古屋大学理学博士

平成４年２月～平成５年１月

英国ケンブリッジ大学地球科学科文部省在外研究員

平成５年４月 名古屋大学大気水圏科学研究所共同研究観測プロジェクトセンター助手

平成５年11月 名古屋大学大気水圏科学研究所共同研究観測プロジェクトセンター助教授

平成13年４月 名古屋大学大学院地球環境科学専攻教授

平成17年６月22日ご逝去

受 賞

�海洋化学研究所 第14回海洋化学学術賞（平成11年）
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